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下垂体前葉中のゴナドトロフは、繁殖のための重要ホルモンであるLH
やFSHを分泌する、極めて重要な細胞です。同細胞からのLH・FSH
分泌は、視床下部からのGnRHが受容体に結合することや、卵巣か
らのエストラジオールが核内受容体に結合することで調節されて
いる、とだけ教科書は教えています。しかしこれらの知識レベルで
は説明できない現象が現場では観察され様々な問題に結びつきます
。私達は、ウシのゴナドトロフについて研究し、次のようなことを
明らかにできたので紹介します。まずGnRH受容体はゴナドトロフ
の細胞膜中のリピッドラフトという特殊部位に存在することが解明
できました。次に次世代シーケンサー等を用い、リピッドラフト
には、GnRH受容体と同乗する、新規のGPCR型受容体の数種が存在
することを発見しました。さらにそれら新規受容体による新たなLH・
FSH分泌の調節機構も発見できました。このようにウシからは、ヒ
トも含めた他種に貢献できる知見が得られます。 


